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藍場浜公園西エリア･新ホール整備事業設計コンストラクション・マネジメント業務 

仕様書 

 

１ 業務概要 

（１）業務名 

藍場浜公園西エリア･新ホール整備事業設計コンストラクション・マネジメント業務

（以下「本業務」という。） 

 

（２）適用 

本仕様書（以下「仕様書」という。）は、本業務に適用する。 

 

（３）委託業務期間 

契約締結日の翌日から令和１０年４月２０日まで  

 

２ 業務内容 

本業務は、藍場浜公園西エリア･新ホール整備事業に係る基本設計段階及び実施設計段

階において、常に発注者の支援者としての立場に立ち、発注者の方針や意向を十分に理解

した上で、建設費の抑制、品質管理の徹底及び発注者の意思決定の支援等を行うものであ

る。 

詳細は以下のとおりとし、発注者、本業務の受注者（以下「受注者」という。）及び設

計業務の受注者（以下「設計者」という。）の業務分担については、別紙１を参照するこ

と。 

 

（１）共通業務 

① 設計方針の確認 

・ 設計者から提出された業務計画書及び技術提案書と、発注者が設計者に対して示

している藍場浜公園西エリア・新ホール基本・実施設計業務 仕様書別添１「設計

概要」（以下「設計概要」という。）を比較検討し、発注者の方針及び意向が反映さ

れているかを確認し、結果を発注者に報告するとともに、発注者と設計者との協議

を支援する。 

 

  ② 事業全体工程表の作成 

・ 発注者の指示に基づき、設計工程、施工工程、関連する事業、手続き等のスケジ

ュールも含めた事業全体の工程表（以下「マスタースケジュール」という。）を作

成するとともに、設計業務の進捗に合わせ、適宜更新する。 
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③ 設計スケジュールの確認 

・ 設計期間中、全体のスケジュール管理、進捗を確認し、遅れが生じた場合は発注

者に速やかに報告するとともに、改善方法について検討し、発注者に助言する。 

 

④ 文化ホール機能等の確保・充実に向けたモニタリング支援 

・ 設計者が作成する図面等について、「設計概要」に示す内容に合致するかを確認

し、その結果を発注者に報告する。 

・ 設計概要の記載内容に変更事項が生じる場合においては、必要な助言を行うとと

もに、発注者と設計者の協議を支援する。 

・ 上記の業務実施にあたっては、ホール施設の特徴を十分理解することはもとよ 

り、建築的な視点のみならず、開館後の管理運営視点も踏まえた上で、必要な確 

認、助言等を行うものとする。 

 

⑤ 課題の管理・解決法の提案 

・ 設計期間中、随時継続的に設計内容の課題を把握・管理するとともに、高度な施

工性が要求される工種について、コスト縮減や工程短縮の現実性を高める解決法

を検討し、発注者に報告する。 

 

⑥ 会議等への出席 

・ 会議、打合せ等に出席し、技術的中立性のもと、発注者の支援を行う。受注者が

出席をすると定められていない会議については、必要に応じて議事録又は報告を

もとに発注者に助言する。 

 

⑦ 関係者（議会、県民等）への説明 

 ・ 本事業に関して発注者が行う説明や会議の開催に際し、発注者への助言及び支援

を行う。 

 

⑧ 工事発注支援 

・ 設計者からの提案や事業特性、社会情勢等を踏まえ、本事業に最適な工事発注方

式及び工期短縮や事業の円滑な推進に資する工事発注時期等について、技術的・専

門的な見地から発注者に対して助言や提案を行い、的確な意思決定を支援する。 
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（２）基本設計段階 

① 基本設計内容の確認 

・ 基本設計の期間中、随時設計内容が発注者の方針及び意向（品質・コスト・施工

性・工程等）に合致しているかを確認し、その結果や改善策等を発注者に報告する。 

・ 設計者から提出された、既存地下駐車場の解体・活用計画及び概略施工計画（仮

設・搬出入・工事工程・安全環境対策等の基本方針）について、実際の工事状況を

想定した上で、敷地周辺の利用者の安全性、敷地周辺への影響、技術的な妥当性や

実現性等について、発注者及び施工者の視点で検証し、その結果を発注者に報告す

る。提出された計画に疑義があると受注者が判断した場合、発注者と協議し、対応

策について助言する。 

 

② 工事費の確認 

・ 基本設計の初期段階、中間段階、その他発注者が必要と認めた時期に、設計者か

ら提出された工事費概算書及びその算出の根拠について、基本設計図書との整合

性を確認するとともに、実勢価格を把握した上で適切な手法により検証を行い、そ

の結果を発注者に報告する。内容に疑義があると受注者が判断した場合、発注者と

協議し、対応策について助言する。 

また、市場情勢を調査した上で、建設コスト増のリスクを検討し、その結果や対

応策等を発注者に報告する。 

・ 設計者から提出されるバリューエンジニアリング（以下「ＶＥ」という。）提案

書について、発注者の方針及び意向との整合性を品質・コスト・施工性・工程等の

観点から検証を行い、その結果を発注者に報告する。 

・ 受注者がコスト削減に向けたＶＥの検討及び提案を行い、内容を発注者と協議す

る。その結果を設計者へ報告し、設計内容への反映を依頼する。 

 

③ 基本設計成果品の検収 

・ 設計者から提出された基本設計図書を含む成果品の内容について、妥当性の検証

を行い、発注者に報告する。 

 

（３）実施設計段階 

① 実施設計内容の確認 

・ 実施設計の期間中、随時設計内容が発注者の方針及び意向（品質・コスト・施

工性・工程等）に合致しているかを確認し、その結果や改善策等を発注者に報告

する。 
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・ 設計者から提出された施工計画（仮設計画・搬出入計画・工事工程・安全環境

対策等の各種計画）について、実際の工事状況を想定した上で、敷地周辺の利用

者の安全性や敷地周辺への影響、技術的な妥当性や実現性等を発注者及び施工者

の視点で検証し、その結果を発注者に報告する。提出された各種計画に疑義があ

ると受注者が判断した場合、発注者と協議し、対応策について助言する。 

 

② 工事費の確認 

・ 実施設計の中間段階その他発注者が必要と認めた時期に、設計者から提出され

た工事費概算書及びその算出の根拠について、実施設計図書との整合性を確認す

るとともに、実勢価格を把握した上で適切な手法により検証を行い、その結果を

発注者に報告する。内容に疑義があると受注者が判断した場合、発注者と協議し、

対応策について助言する。 

・ 設計者から提出されるＶＥ提案書について、発注者の方針及び意向との整合性

を品質・コスト・施工性・工程等の観点から検証を行い、その結果を発注者に報

告する。 

・ 受注者がコスト削減に向けたＶＥの検討及び提案を行い、内容を発注者と協議

する。その結果を設計者へ報告し、設計内容への反映を依頼する。 

・ 設計者から提出された工事費内訳書について、実施設計図書との整合性を確認

するとともに、実勢価格を把握した上で適切な手法により検証を行い、その結果

を発注者に報告する。内容に疑義があると受注者が判断した場合、発注者と協議

し、対応策について助言する。 

 

   ③ 実施設計成果品の検収 

・ 設計者から提出された実施設計図書を含む成果品の内容について、妥当性の検

証を行い、発注者に報告する。 

 

３ 業務の実施 

（１）業務計画書の提出 

本業務着手前にあらかじめ業務計画書を作成し、発注者へ提出しなければならな

い。なお、業務計画書の内容を変更する場合は、理由を明確にしたうえ、その都度発

注者に変更業務計画書を提出しなければならない。 

 

（２）業務報告 

・ 本業務の進捗に関して、発注者に対して定期的に報告を行うこと。 

・ 委託業務の完了後は、速やかに委託業務完了報告書に成果品を添えて提出するこ

と。 
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（３）留意事項 

・ 受注者は、本業務の実施に当たり関係法令、条例及び規則等を十分に遵守すること。 

・ 受注者は、基本設計、実施設計の各段階において、発注者の方針や意向を十分に理

解し、品質、コスト及び工程等に対する意図を踏まえたうえで、関連する各分野にお

ける専門性の高い技術力を有する者を適切に配置し、本業務に当たるとともに、良質

かつ安定的な支援を提供するものとする。 

・ 受注者は、技術的な中立性を保ちつつ、常に発注者の側に立ち、発注者の利益を守

ることを最大の任務として本業務を実施するとともに、発注者との高い信頼関係及び

倫理性の保持を徹底すること。 

・ 受注者は、設計者から、常時完全に独立する立場の維持を徹底すること。 

・ 管理技術者と発注者は常に密接な連絡を取り、業務の方針及び条件等の疑義を正す

ものとし、その内容についてはその都度受注者が打合せ記録簿に記録し、相互に確認

しなければならない。 

・ 本業務の全部又は一部を第三者に委託し、又は請け負わせてはならない。ただし、

あらかじめ発注者の承諾を得た場合は、この限りではない。 

・ 委託業務に関して知り得た秘密をみだりに他に漏らし、又は本業務以外の目的に使

用してはならない。委託業務期間が終了し、又は委託契約が解除された後においても

同様とする。 

・ 本業務を通じて取得した個人情報の適切な管理のために、必要な措置を講ずるもの

とする。受注者が取り扱う個人情報については、県の保有する個人情報として徳島県

個人情報保護条例の適用を受けるものとする。 

・ 受注者は、本業務の履行に当たり、自己の責めに帰すべき事由により県に損害を与

えたときは、その損害を賠償しなければならない。 

・ 受注者は、本業務の履行に当たり、受注者の行為が原因で利用者その他の第三者に

損害が生じた場合には、その賠償の責めを負うものとする。 

・ 本業務の実施に関し、この仕様書に定める事項及びこの仕様書に定められた事項以

外に疑義が生じた場合は、遅滞なく発注者と協議を行うものとする。 

 

４ 成果品 

成果品は、以下を基本とする。なお、ここに定めがないものについては、発注者の指示

によるものとする。 

 

（１）提出成果品の構成・規格等 

基本設計段階、実施設計段階の各段階において、以下の標準構成に基づき、紙媒体（フ

ァイル綴）１部及び電子媒体（ＣＤ－Ｒ又はＤＶＤ－Ｒ）２部を提出する。体裁、とり

まとめ方法等については、発注者と打合せの上、作成するものとする。 
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種類 内容 
規格 

紙媒体 データ形式 

基
本
設
計CM 

業務計画書 

①業務概要 

②業務工程 

③業務実施体制 

④配置技術者・協力企業 

⑤その他 

Ａ４ 

又は 

Ａ３ 

オリジナルの 

ファイル形式 

及び 

ＰＤＦ形式 

業務報告書 

①業務実施概要 

②業務報告 

③設計スケジュール管理資料 

④コスト・ＶＥ提案等検討資料 

⑤地下駐車場解体・活用計画検討資料 

⑥概略施工計画検討資料 

⑦打合せ等議事録 

⑧基本設計成果品検収報告 

⑨マスタースケジュール管理資料 

⑩その他報告・資料等 

Ａ４ 

又は 

Ａ３ 

オリジナルの 

ファイル形式 

及び 

ＰＤＦ形式 

実
施
設
計CM 

業務計画書 

①業務概要 

②業務工程 

③業務実施体制 

④配置技術者・協力企業 

⑤その他 

Ａ４ 

又は 

Ａ３ 

オリジナルの 

ファイル形式 

及び 

ＰＤＦ形式 

業務報告書 

①業務実施概要 

②業務報告 

③設計スケジュール管理資料 

④コスト・ＶＥ提案等検討資料 

⑤施工計画検討資料 

⑥打合せ等議事録 

⑦実施設計成果品検収報告 

⑧マスタースケジュール管理資料 

⑨その他報告・資料等 

Ａ４ 

又は 

Ａ３ 

オリジナルの 

ファイル形式 

及び 

ＰＤＦ形式 

 

（２）留意事項 

① ＣＤ－Ｒ又はＤＶＤ－Ｒへの書き込み後の電子成果物について、最新のウイルス

定義データを用いてウイルスチェックを行い、コンピュータウイルス等が無く、安全

であることを確認すること。 
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② 電子媒体及び収納ケースには「委託業務名」、「作成年月」を横書きで明記すること。

なお、電子媒体への記載は、原則直接印刷とし、表面に損傷を与えないよう注意する

こと。 

 

（３）著作権 

本業務の成果物の著作権は、引渡し時より発注者に帰属するものとする。 
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別紙１ 

 

事業関係者の業務分担 

項目 発注者 受注者 設計者 

１．共通業務 

 

(1)設計方針の確認 ③承諾 ②検討 ①作成 

(2)マスタースケジュールの作成 ②承諾 ①作成 － 

(3)設計スケジュールの確認 ④承諾 
②検討 

③助言 
①作成 

(4)文化ホール機能等の確保・充実に向けた 

モニタリング支援 
①指示 

②確認 

③助言 
④反映 

(5)課題の管理・解決法の提案 ③承諾 ②検討 ①作成 

(6)会議等への出席 出席 出席 主催 

(7)関係者（議会、県民等）への説明 ①作成 ②支援 ②支援 

(8)工事発注支援 ①指示 
②助言 

③支援 
④反映 

２．基本設計段階 

 

(1)基本設計内容の確認 ③承諾 ②検証 ①作成 

(2)工事費の確認 ③承諾 ②検証 ①作成 

(3)設計者からの VE提案に対する検証 ③承諾 ②検証 ①作成 

(4)受注者から VE 提案 
②承諾 

③指示 
①作成 ④反映 

(5)基本設計成果品の検収 ③承諾 ②検証 ①作成 

(6)許認可に係る相談 ②承諾 ― ①作成 

３．実施設計段階 

 

(1)実施設計内容の確認 ③承諾 ②検証 ①作成 

(2)工事費の確認 ③承諾 ②検証 ①作成 

(3)設計者からの VE提案に対する検証 ③承諾 ②検証 ①作成 

(4)受注者から VE 提案 
②承諾 

③指示 
①作成 ④反映 

(5)実施設計成果品の検収 ③承諾 ②検証 ①作成 

(6)許認可に関する申請 ②承諾 ― ①作成 

 

 


